
～海を越えたハルモニたち～

金聖雄監督作品
ドキュメンタリー映画
　　　　　　　 125分



映画の主人公は川崎に生きるハルモニたち
（ハルモニとは、韓国語でおばあさんの意）。
戦争に翻弄され、生きる場を求めて幾度も
海を往来し、たどり着いた川崎でささやか
にたくましく生きてきた在日一世たちだ。
波乱万丈の人生を歩み、故郷・朝鮮半島へ
の思いも貧困と差別の記憶もかたくなに封印
してきたが、老いてようやく文字を学び、歴
史を知り、静かに力強く生きている。
ハルモニたちは、戦争を語れる最後の世代。
今、語っておきたいこととは？
デビュー作品『花はんめ』（2004公開年、
キネマ旬報文化映画 9位）の撮影で川崎に
通い始めてから四半世紀。「ハルモニたちの
過去と今をきちんと記録しておかなければ」
と、在日二世の監督・金聖雄が小さな使命
を背負って完成させた。
『花はんめ』の未公開シーン、戦後在日 50
年史『在日』（1998年公開）や戦中戦後の
資料映像を盛り込みながら、ハルモニたち
の人生に寄り添い、描いた。
想像を絶する苦労を、シワいっぱいの笑顔
で語るチャーミングなハルモニたちに、映
画でぜひ出合ってください。

1963年大阪・鶴橋生まれ。『花はんめ』以降の作
品は、『空想劇場』（2012年）に続き、冤罪をテー
マにした4作品。『SAYAMAみえない手錠をはずす
まで』（2013年）では毎日映画ドキュメンタリー映
画賞受賞。『オレの記念日』（2022年）は、全州
国際映画祭、フランクフルト ニッポン・コネクショ
ンにも参加。時間をかけた取材、被写体に寄り添
うあたたかな眼差しが国内外で評価されている。

監督：金聖雄
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スタッフ
撮影：池田俊已　渡辺勝重　菊池純一　世良隆浩　飯塚聡　康宇政　金聖雄　録音：吉田茂一　現場録音：池田泰明　編集：金聖雄　康宇政　
制作：庄野嘉純　スチール：村田次郎　大八木宏武　ドローン：橋本吉剛　製作デスク：若宮まさこ　音楽：横内丙午　
ポスター撮影：達川清　print mediaデザイン：加藤さよ子　print media：松井一恵　語り：金聖雄 　プロデューサー：陣内直行

「日本に暮らす私たちは、映画やドラマ、音楽や食など韓国文化に魅了され続けています。
でも、在日朝鮮人の存在、歴史がすっぽり抜け落ちているような気がするんです」（監督：金聖雄）

在日コリアンのおばあさんたちは
今どうして、ここにいるのだろうか

製作・配給：キムーンフィルム　2023年　ドキュメンタリー映画　125分
助成：　　　　　　 文化庁文化芸術振興費補助金（映画創造活動支援事業）＿独立行政法人 日本芸術文化振興会
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2024年2月17日（土）～3月1日（金）
上映開始時間 2/17～2/23   12時20分～
　　　　　　 2/24～3/1    10時～

新宿K’s  cinema

★特別鑑賞券発売中　1,300円（税込）※ 当日一般 1,800円のところ

いよいよロードショー !   

全国順次公開　3月以降 シネマ・チュプキ・タバタ（東京）／横浜シネマリン／第七藝術劇場（大阪）／京都シネマ／元町映画館（神戸）他 最新情報は公式サイトやS N Sで発信中
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